
６
月
19
日
（
火
）

第
１
回
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
委

員
会
開
催

当
日
は
学
校
長
挨
拶
の
後
、
本

年
度
の
取
組
に
つ
い
て
の
説
明
、

授
業
参
観
、
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。
授
業
参
観
後
の
意
見
交
換

で
は
、

※
授
業
を
楽
し
そ
う
に
受
け
て
い

る
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

※
昴
高
校
は
上
り
坂
だ
な
と
感
じ

た
。
昴
ブ
ラ
ン
ド
が
学
力
だ
け
で

は
な
く
、
人
間
性
も
含
め
伸
び
て

い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

※
学
校
に
い
る
間
に
小
さ
な
挫
折

を
た
く
さ
ん
経
験
し
、
た
く
ま
し

く
育
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
。

※
気
遣
い
の
で
き
る
人
間
に
育
っ

て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
が
、
ま

ず
親
が
見
本
と
な
っ
て
子
供
に
見

せ
て
い
か
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
と

思
う
。

※
小
学
校
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
思
い
や
り
の
気
持
ち
な

ど
を
含
め
、
「
人
と
関
わ
る
力
」

と
位
置
づ
け
て
挨
拶
か
ら
始
め
て

育
て
よ
う
と
し
て
い
る
。
社
会
全

体
が
人
と
関
わ
ら
ず
に
す
む
よ
う

に
変
化
し
、
人
間
関
係
の
希
薄
化

が
進
ん
で
い
る
。
保
護
者
の
方
、

地
域
、
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
、

子
供
達
に
ど
う
人
と
関
わ
る
べ
き

か
を
た
め
ら
わ
ず
に
教
え
て
い
く

べ
き
だ
。
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
回
は
８
月
３
日
（
金
）
地
域

１
０
０
０
か
所
ミ
ニ
集
会
を
兼
ね

て
開
催
い
た
し
ま
す
。

６
月
26
日
（
火
）

市
川
市
立
下
貝
塚
中
学
校
保
護
者

42
名
来
校

７
月
３
日
（
火
）

市
川
市
立
第
六
中
学
校
保
護
者

54
名
来
校

学
校
長
挨
拶
、
学
校
説
明
、
校

内
見
学
と
授
業
参
観
を
実
施
し
ま

し
た
。
い
つ
見
て
い
た
だ
い
て
も

い
い
よ
う
な
「
開
か
れ
た
授
業
」

目
指
し
て
い
ま
す
。
本
校
と
職
員
・

生
徒
に
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。

６
月
30
日
（
土
）

市
川
市
立
第
三
中
学
校
で
柴
田
校

長
が
講
師
と
し
て
講
演

当
日
は
授
業
公
開
日
で
、
同
校

の
体
育
館
で
３
年
生
と
保
護
者
の

前
で
本
校
の
紹
介
と
「
地
域
と
歩

む
昴
高
校
」
に
熱
弁
を
奮
い
ま
し

た
。

６
月
上
旬
の
保
護
者
面
談
の
際

は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
本
校
に
お

い
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
面
談
後
の
各
担
任
や

各
学
年
主
任
か
ら
、
保
護
者
の
方
々

か
ら
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
集
約

し
、
全
職
員
に
戻
し
て
改
善
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

・
頭
髪
や
化
粧
な
ど
を
含
め
た
服

装
指
導
に
つ
い
て
（
制
服
の
着
崩

し
が
多
く
残
念
、
厳
し
い
指
導
を
）

・
学
習
面
に
つ
い
て
（
自
宅
で
ゲ
ー

ム
、
携
帯
ば
か
り
で
勉
強
し
な
い
）

・
部
活
の
状
況
や
勉
強
と
の
両
立

に
つ
い
て
（
疲
れ
て
家
庭
学
習
は

ほ
と
ん
ど
し
な
い
。
加
入
増
加
を
）

・
進
路
関
係
の
質
問
や
要
望
も
多

数
（
補
習
や
対
策
講
座
、
指
定
校

の
基
準
、
進
学
資
金
な
ど
）

こ
れ
ら
は
一
部
で
す
が
、
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ
き
い
き
ま
す
。

ま
た
、
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ
や

連
絡
が
配
布
文
書
で
も
届
か
な
い

と
い
う
要
望
が
あ
り
、
こ
の
場
を

利
用
し
て
、
お
伝
え
い
た
し
ま
す
。

※
７
月
20
日
（
金
）
１
学
期
の
成

績
・
休
業
中
の
諸
注
意
等
郵
送

三
重
県
立
昴
学
園
高
等
学
校

日
本
で
唯
一
の
公
立
全
寮
制
の

「
総
合
学
科
」
高
校
で
す
。
三
重

県
全
域
か
ら
生
徒
が
集
ま
り
、
５

つ
の
系
列
（
国
際
交
流
・
美
術
工

芸
・
環
境
技
術
・
生
活
福
祉
・
総

合
ス
ボ
ー
ツ
）
で
学
ん
で
い
ま
す
。

生
徒
寮

「
き
ら
ら
」

で
は
、
自

主
自
立
の

精
神
・
お

互
い
を
思

い
や
る
心

を
育
て
て

い
ま
す
。
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「市川昴」の名を、学校の良さを、伝えたい

来 年 度 の 生 徒 募 集 に 向 け 学 校 を Ｐ Ｒ

高橋教諭（英語科）の授業風景

委
員
の
方
々
の
授
業
参
観

み
な
さ
ん
、
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
上
の

校
長
便
り
の
コ
ラ

ム
を
是
非
と
も
見
て
く
だ
さ
い

本年度、君

たちはとても

「新生・市川昴」としてよくやって

いるし、お褒めの言葉をいただくこ

とが多いです。が、しかし、それは

以前との比較であって、今の君たち

やこれからの君たちとの比較ではあ

りません。今あるいはこれから、君

たちや私たち職員が目指すものは、

もっと先にある「市川昴高校」であ

り、５年、１０年後に逞しく社会で

生きる君たちの姿であります。その

時にも「市川昴高校」に誇りを感じ

ことのできる学校です。生徒・職員

が一つになって前に進む学校づくり

をしていきましょう。常日頃から先

生方が言うこと、指導することを信

じてついてきてください。(M.S)

生徒諸君へ 保
護
者
の
方
へ

紹
介
！
昴
高
校

①


